























































ない皇子が賜姓されたとするが、そもそも皇位 脅 す存在ではない更衣腹所生の皇子を、皇位継承権から除外するための賜姓であったとする点 ど、再考の要さ る点があるように思われ その他諸説あるところであるが、いずれにしても宣下と賜姓の別に関する基礎的 はなお 再考され べき点が多 。　
本稿の発端はそもそも師輔への内親王降嫁を考えるにあたって、それら内親王が賜姓され得る存在であったかどうか
という点にあるが、この各朝における親王宣下される者と源氏 される者 違い 明らかにすることは、即ち各朝における皇親に対す 対応とその傾向を明らかとする一助にもな ものであろう。　
そこで本稿では、一世王への源氏賜姓が始まる嵯峨朝から同賜姓が終焉する村上朝までを限りとし、源氏賜姓が始ま
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皇子諸勝に広根を、女嬬多治比豊継所生の桓武皇子岡成に長岡を賜姓した例である（ 『続日本紀』二月五日条） 。更に桓武天 は延
（八〇二）
暦二十一年女嬬百済永継所生の皇子安世に良岑を賜姓する（ 『公卿補任』 （以下『公卿』 ）弘
（八一六）
仁七年） 。これら



































































































定焉、 」 （ 『類三』二月十五日）とする。即ち、既に親王である者と同母後産は親王とし、他に親王とすべき


















廿三日条） 。この皇女等はいずれも同母後産にも当てはまらず、宣下の理由は不明確であ 。また淳和天皇の譲位後の所生と思われるため、譲位された仁明天皇がこれを取り成したとも考えられるが、しかし嵯峨上皇が淳和朝以後も所生の嵯峨皇子女を源氏としている例を考えるに やはり譲位後の所生であることは にはし難い あろう。　
そこでこれらの皇女の生母の出身を見ると、崇子内親王生母の橘船子は淳和天皇の幸姫にして嵯峨皇后橘嘉智子の従







































制、 」 （ 『類三』承和二年四月二日）とされ、およそ前代同様に、朝臣の姓を賜うこと、既に親王である者は改
めず、同母後産も同じく親王とすることが述べられる。　
仁明皇子の賜姓は嵯峨朝に倣い源氏が賜姓されたが、同じく賜姓される者の名 一字名に統一するという名付けの法


























ら、この頃入内、もしくは出産したものと考えられ いずれも承和二年の詔以後の出産 なる。ま 小童子についてはその詳細も不明であるが、同様の頃と推定する。　
藤原氏所生の皇子女については、それまでの傾向を見ても皆宣下されているが、それに加えて賀登子は父が国司階級


























































が評判の人物であったこ 、また長女縄 が穏やかで立ち居振る舞いも整った仁明天皇の寵妃であったように、同じく奥子も容貌に優れ文徳天皇の寵を得 とされることから、これらが影響したことも考えられよう（同日条） 。　
一方の静子の后妃の位は明確ではないが、 『古今和歌集目録』は御息所とし、 『作者部類』は更衣とするため、東宮に














































て外戚となる橘氏、並びに皇親となる女王、近親の王氏となる在原氏であり、父は参議以上か各省大輔クラスである。唯一藤原良近がこの時右中弁であるが、藤原氏とあ てこれに含まれたの ろう。一方の賜姓された皇子女の生母は、賀茂氏・大野氏・佐伯氏等 やはり中小貴族の子女 な いる。更に貞
（八七六）
観十八年には正六位木工允でしかない藤原眞




ある。従って所生の皇子女も皆退位後の所生となるため、賜姓の詔 られない。但し『尊卑分脈』 （以下『尊卑』 ） 、『紹運録』 （村上本） 、 『帝王系図』 （吹上本）より、延
（九二五）
長三年に清蔭・清鑒・清遠の三名が賜姓されていたことが分かる。
その生母は紀氏・伴氏・佐伯氏であり、一方藤原氏・ 親の所生は宣下と、清和朝 同様の傾向であっ ことが見て取れる。　
しかし延長三年の賜姓時、 『公卿』によって知られる生年から計算した源清蔭 年齢は四十二歳 高齢になり、非常
に不自然である。また清蔭は延
（九〇三）







ていることから、即ち「延長」が「延喜」の誤りであった可能性が考えられる。尤も延喜であったとしても、 喜三年五月二十日の賜姓では清蔭の 喜三年一月の叙位には間に合わないが、しかし長く親王とも源氏 も定められずにいたものが延喜三年に到り初叙を機に賜姓され という方が 延長三年に四 代で賜姓されたとするよりはは かに可能性として有り得るのではなかろうか。　
以上嵯峨～陽成朝の宣下と賜姓の別を見てきたが、いずれも一貫して一定時期以後所生の皇子女を、同母後産の原則


















（ 『三実』 ） 。更に時服月俸に預かっている「空性」という僧が貞恒のことであったようで、後に還俗し、寛
（八九六）
平八年再び源














定省が親王に復され、翌日立太子、踐祚する事態となる（ 『日本紀略』 （以下『紀略』 ） ） 。即ち、イレギュラーな退






































































長女、寛平太上天皇女御 」 、同じく『尊卑』衍子項に「寛平女御」と見え 道真の長 であり、寛
（八九六）
平八年十一月二十六
















宣下が行われ ものとする。しかし定省が源氏である以上、所生の子はその時点で源氏として生まれている あり、そもそも身分を留保されるという前提に誤り あろう。また宇多天皇即位直後 宣下 なかった を見 も、当初やはり藤原温子（基経女） 皇子誕生 望まれ いたのだろう。しかし れたのは皇女のみ あり、しかも皇女を所生した寛
（八九二）
平二年十二月には基経が関白を辞任、翌一月に薨じており、宇多天皇は基経の圧力から解放されている。おそ
らくは温子の懐妊に皇 誕生の望みをかけ 上で、皇位継承者 安定と、従来宣下に預かってきた出身の生母に対する考慮で、寛平元年に のではないだろうか。　
以上より、順子が源氏となったのは、そもそも源氏として生まれており、特に親王に復されなかったためであったと

























































するはずであったが、病が重く、右近衛府に移り留まることになった。二十八日には宇多法皇がこれを見舞い、翌二十九日に宣下のこと、続いて天下大赦が行われるも、同日醍醐天皇は崩御したようである。即ち、宣下はまさに今際の際であり、しかも天下大赦と並列して書かれていることに注目できる。つまり醍醐天皇不予 際し回復を求めて行われたであろう天下大赦の恩典 同様に、恩典を為す目的で、賜姓されていた 子女を親王に復したのではなかろうか。　
しかし、何故靖子・英子内親王・章明親王であったのかは明確ではない。例えば、靖子内親王は第一皇子克明親王と
同母であるとい 点、章明親王は参議藤原兼輔の女を生母とする点が考慮されるが、英子内親王については前述の通り不明である。但し皇女の内、という限りであったならば 大弁源唱女周子所生の兼子や母不詳の厳子に対し、後に参議に至った藤原菅根女淑姫 所生である いう出身の点に、選ばれた理由が見出せ かもしれない　
以上より、醍醐朝では女御以上のキサキの所生を除き、延喜十四年以後所生の皇子女が賜姓されたものと考える。但
し三人の更衣所生の皇子女への宣下は、初め賜姓されて たもの 醍醐天皇不予 関連してその回復 願う恩典とし、異例として親王に復されたもの 考える。即ち、その原則は従来通りの「出生順」であり、しかし同母兄弟でも宣下される者と賜姓される者がいるという、 「同母後産」 原則が廃除されたものとなっ のである。　
では何故同母後産の原則は醍醐朝に至って消失したのであろうか。
　
そもそも醍醐朝は 宮 構成がそれま と大きく異なり、 サキにはそれまで宣下の列に預かってきた皇子女の生母





















































後、宣下を受ける天徳四年以前となり、薨年が「年三」 誤りであったことになる である。そこで問題になるのは、昌平親王の生母であ 藤原芳子の后妃の位である。芳子は初め更衣 天
（九五八）
徳二年十月二十八日に女御となった




親王が第五皇子とされたことにも問題は無い。しかし昭平が後に親王に復された際、本来第五皇子となるべきところを「九宮」 （ 『紹運録』 ） 、 「第九昭平」 （ 『紀略』天
（九六〇）
徳四年十二月廿五日条）等、末弟である永平親王の下に序列されているの
である。これは、既に先の親王等の序列が定まっており、その変動を避けるために親王となった年次によって序列付けられたものと思われる。ともすれば昌平親王の例もこれと同様で、兄昌平に先んじて守平親王が宣下を受けたために第五皇子とされ、その後兄でありながら宣下 遅れた昌平親王が第六皇子とされたことにも説明がつくのである。従 、昌平親王は母芳子が未だ更衣の時分に、昭平の弟、守平親王の兄 て生まれたものと考える。　
さて、昌平親王の同母弟であり女御腹として生まれた永平親王は、慣例に従い二歳で宣下を受けており、その他村上






















永く繁栄することは無かった。そもそも源氏賜姓された者の生母の多くは、中小貴族等有力ではない出身であ 皇親に准じる恩恵はあったものの廟堂の門 狭く、更 父天皇が譲位す ば、次代のより天皇と近親となる源氏が生まれるため、子息の更なる出世が望み難くなるという悪循環がおこる。そ ため臣下 して成功した者も少 いのであ 。　
その一方で、有力な親王の場合は高位任官や 国庫から支給される諸々の経済的恩恵があり、しかも二世女王と藤原






世源氏として出仕し、藤原氏からの恩恵 得る場合 あったであろうことは、後に藤原氏と並んで、結果的に一人の一世源氏も生み出されなかったはずの村上源氏が大きく台頭してきた らも窺えるのではないだろうか。
?（
（） 『養


























































































康親王は『本朝皇胤紹運録』 （村上本） 、 『一代要記』にて貞観十四年五月五日に四十二歳で薨じたことが知られ、そ



















































































































とされる業良親王が本来第一子で、この表記が生母によっていることを述べる。同様に『日本紀略』にて宇多天皇が「第七息」 「第三之子」と二通りの序列で記されていることから、 「第○之子」は生母による序列であるように思われ、従って緝子内親王の場合も「第八之女」と 「第八女」とは同義でない可能性が高い しかし未だ確証は無いため、本稿では昭平の妹の可能性がある更衣腹として、第八女と仮定し考察した。 （安田政彦「皇子女の について―平城皇子女から清和皇子女まで―」 （ 『帝塚山学院大学研究論集
　





女と兼通・公季、為平親王女と実資、具平親王 と頼通・教通 昭平親王 と公任等、他にも例がある。
（0
皇子女親王宣下・賜姓一覧（嵯峨～後三条朝）
父 年 月日 名前 年 母 備　　考




忠良親王 百済王貴命 女御 『続』（（（. （. （（「第四子」：第五子の誤ヵ
弘仁 （ （（（（） （. （
源信 （ 廣井弟名女 『後』（（（. （. （、『姓』
源弘 （ 上毛野氏 『後』（（（. （. （、『姓』
源常 （ 飯高宅刀自 更衣 『後』（（（. （. （、『姓』/『姓』賜姓： （ 歳
源明 （ 飯高宅刀自 更衣 『後』（（（. （. （、『姓』
源寛 安倍楊津女 『三』卒伝：明と同年の所生ヵ
天長 （ （（（（）? 源定 （（（）百済王慶命 尚侍 『公』/『公』「第六源氏」→天長 （ 年賜姓は誤ヵ？/淳和女御永原原姫養子
源鎮 百済王慶命 尚侍
源生 笠継子




源啓 山田近子 更衣 『三』（（9. （. （（薨伝：常の子（常養子ヵ）
源賢 長岡岡成女
源澄 田中氏
源清 秋篠康子 更衣 『後』/『紹』『一』母：高子
源継
淳王 『紹』
皇女 業子内親王 高津内親王 妃
仁子内親王 大原浄子 女御
有智子内親王 交野女王
正子内親王 橘嘉智子 皇后 淳和皇后
俊子内親王 橘嘉智子 皇后 『帝』/『紹』『一』母：大原氏
繁子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：文屋氏
秀子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：大原氏
宗子内親王 高階河子 『文』（（（. （. （0薨伝「第八女」




弘仁 （ （（（（） （. （
源貞姫 （ 布勢武蔵子 『後』『姓』
源潔姫 （ 当麻氏 女嬬 『後』『姓』/藤原良房室
源全姫 （ 当麻氏 女嬬 『後』『姓』












淳和 皇子 恒世親王 高志内親王 東宮妃
恒貞親王 正子内親王 皇后






良貞親王 大中臣安子 『続』（（（. （. （薨伝「第五皇子」
皇子 正子内親王 皇后 夭折
皇子 正子内親王 皇后 夭折




承和 （ （（（（） （. （（ 崇子内親王 橘船子 『続』
同子内親王 多治池子 『三』/『紹』名： 国 子、 母： 常 子/『帝』名：（前田本）固子、（吹田本）国子
明子内親王 清原春子 『文』（（（. 9. （薨伝「第七女」




天長 9 （（（（） （. （ 統忠子 『紹』『三』（（（. （. （（薨伝/『紹』父：仁明/『三』（（（. （. （：従四位上
天長 9 （9（（）ヵ 統尚子 『三』（（（. （. （：従四位上　　※以上三皇女を同一視する説有り
仁明 皇子
天長（0（（（（）ヵ
文徳天皇 （ 藤原順子 女御 以下父天皇即位の年より天長（0年と推測
宗康親王 （ 藤原沢子 女御
光孝天皇 （ 藤原沢子 女御

















嘉祥 （ （（（9）頃ヵ 源覚 山口氏 『三』卒伝より逆算し生年を参考に算出
貞観 （ （（（（） （. （ （貞登） 三国氏 更衣 『三』（（（. （. （/元源氏/属籍削除→貞賜姓/『紹』名：澄





高子内親王 百済王永慶 女嬬 『一』名：亮子/『一』「帝八女」は斎院卜定の時期より認め難し
親子内親王 藤原貞子 女御







惟喬親王 （ 紀静子 更衣ヵ 父天皇即位の年より嘉祥三年と推測
惟條親王 （ 紀静子 更衣ヵ 父天皇即位の年より嘉祥三年と推測
惟彦親王 滋野奥子
清和天皇 藤原明子 女御
貞観 （ （（（（） （. （（ 惟恒親王 藤原今子
（（
仁寿 （ （（（（）
（. （（ 源能有 9 伴氏 『文』/『公』（（（生/『尊』（ 月賜姓
源毎有 多治氏 『尊』/『一』源時有項に「兄毎有」とあり
源時有 清原氏 『文』
（. （（ 源本有 滋野岑子 『文』
源戴有 滋野岑子 『文』
源定有 菅原氏 『一』『歴』/『尊』母：菅野氏
貞観 （ （（（（） （. （（ 源行有 布勢氏 『三』













貞観 （ （（（（） （. （（ 礼子内親王 藤原今子 『三』
濃子内親王 滋野奥子
勝子内親王 滋野奥子










清和 皇子 貞観（（（（（9）頃 （ 月以前 陽成天皇 （ 藤原高子 女御
『三』（（（. （（. （（所生、翌年（. （立太子
につきこの間の宣下
貞観（（（（（（） （. （（
貞固親王 （ （ ）橘休蔭女 更衣 『三』/陽成弟、貞保兄により （ ～ （ 歳頃の宣下
貞元親王 （ （ ）藤原仲統女 『三』/陽成弟、貞保兄により （ ～ （ 歳頃の宣下
貞保親王 （ 藤原高子 女御 『三』/『三』（（0. 9. （（誕生「第四皇子」
貞平親王 藤原良近女 更衣 『三』/『尊』「第六皇子」とするも『三』宣下の記載中貞純の前に名を挙ぐ
貞純親王 嘉子女王 女御 『三』
貞観（（（（（（） （0. （（ 貞辰親王 （ 藤原佳珠子 女御 『三』
貞観（（（（（（）
（. （（ 貞数親王 （ 在原文子 更衣 『三』/『三』（（（. （. （（「第八子」、時に「八歳」とす
（（. （（
貞眞親王 （ 藤原諸藤女 更衣 『三』/『帝』「九宮」
貞頼親王 （ 藤原眞宗女 更衣 『三』/『一』母： 藤 原 直 宗 女/『略』9（（. （. （薨伝「第十皇子」
源長猷 賀茂岑雄女 『三』
貞観（（（（（（） （. （（ 源長淵 大野氏 『三』
源長鑒 佐伯子房女 更衣 『三』








敦子内親王 藤原高子 女御 『三』/『紹』『賀』母：良近女
貞観（（（（（（） （. （（ 識子内親王 （ 藤原良近女 更衣 『三』/『歴』「第四皇女」
貞観（（（（（（） （. （（ 源戴子 賀茂岑雄女 『三』






（延喜 （ （90（）ヵ）（. （0ヵ
源清蔭 紀氏 『尊』『皇』/『公』（（（生/延長 （ 年賜姓は延喜の誤ヵ
源清鑒 伴氏 『尊』『皇』/延長 （ 年賜姓は延喜の誤ヵ














（『紹』（9（. （（. （（、『一』『尊』 同 年
（（. （（）
源舊鑒 讃岐永直女 更衣 『三』
源貞恒 （（ 『三』/『一』（9（. （（. （（/『公』（（（生
源成蔭 『三』
源清実 布勢氏 『三』/『三』源氏→属籍削除
源是忠 （（ 班子女王 女御 『三』/『公』（（（生
源是貞 班子女王 女御 『三』
元慶 （ （（（（） （. （（（（. （）
（源舊鑒） 讃岐永直女 更衣 『三』（（（. （. （時服月俸/賜姓重複
（源是忠） （（ 班子女王 女御 『三』/賜姓重複/後に親王
（源是貞） 班子女王 女御 『三』/賜姓重複/後に親王
源国紀 『三』（（（. （. （
源定省［宇多］（（ 班子女王 女御 『三』（（（. （. （/『略』（（（. （. （（「第七息」、『略』宇多即位前記「第三之子」/後に親王
源香泉 『三』（（（. （. （
源友貞 『三』（（（. （. （
仁和 （ （（（9） （. （ 源是茂 （ 藤原門宗女 『略』/『公』（（（生
寛平 （ （（9（） （（. （9
（是忠親王）（（ 班子女王 女御 『略』『一』
（是貞親王） 班子女王 女御 『略』『一』
仁和 （ （（（（） （. （（ （宇多天皇）（（ 班子女王 女御 『三』、翌日立太子・踐祚
仁和 （ （（（（） （0. （ （滋野清実） 布勢氏 『三』/元源氏/属籍削除→滋野賜姓





繁子内親王 『三』/『略』9（（. （. （（薨伝「第四皇女」、『歴』「帝第四女」
（. （（
（（. （）
源遅子 『三』（（（. （. （
源緩子 多治氏 『三』（（（. （. （/『略』名：綾子
源麗子 『三』（（（. （. （
源奇子 『三』（（（. （. （/『一』『紹』名：音子
源忠子 （（ 班子女王 女御 『三』（（（. （. （/後に内親王
源簡子 班子女王 女御 『三』（（（. （. （/後に内親王
源崇子 『三』（（（. （. （
源連子 『三』（（（. （. （
源綏子 班子女王 女御 『三』（（（. （. （/後に内親王
源礼子 『三』（（（. （. （
源最子 『三』（（（. （. （
源偕子 『三』（（（. （. （
源默子 『三』/『一』『紹』名：點子
源是子 『三』（（（. （. （
源並子 『三』（（（. （. （
（（
源謙子 『三』（（（. （. （時服月俸
源為子 班子女王 女御 『三』（（（. （. （/後に内親王
源深子 『三』（（（. （. （
源周子 『三』（（（. （. （/『略』9（（. （. （0卒 伝「第十五源氏」
源密子 『三』（（（. （. （
仁和 （ （（（（） （. （（ 源和子 『三』/醍醐女御
仁和 （ （（（（）
（ 月 源快子 『一』『歴』
（. 9 源袟子 『三』/快子と同一説有
源善子 『三』
寛平 （ （（9（） （（. （9
（忠子内親王）（（ 班子女王 女御 『略』『一』/清和女御忠子女王ヵ
（簡子内親王） 班子女王 女御 『略』『一』/『略』9（（. （. （0薨 伝「第 二 皇女」/『一』陽成妃
（綏子内親王） 班子女王 女御 『略』『一』/『略』9（（. （. （薨伝「第三女」/陽成妃
（為子内親王） 班子女王 女御 『略』『一』/醍醐妃
宇多 皇子
寛平 （ （（（9） （（. （（
醍醐天皇 （ 藤原胤子 女御 『略』/『略』（90. （（. （（維城より名を改む
斉中親王 （ 橘義子 女御 『略』
斉世親王 （ 橘義子 女御 『略』
敦慶親王 （ 藤原胤子 女御 『略』/『略』（90. （（. （（維蕃より名を改む
寛平 （ （（9（） （. （（
敦固親王 藤原胤子 女御 『略』
斉邦親王 橘義子 女御 『略』
寛平 （ （（9（） （0. （（ 戴明親王 『略』/『尊』『紹』母：褒子
寛平 （ （（9（） （. （（ 敦実親王 （ 藤原胤子 女御 『略』
行中親王 夭折（（（歳）
延喜（（（9（（） （（. （（ 雅明親王 （ 藤原褒子 『略』/出家後の子/醍醐養子
延長 （ （9（（） （. （（ 行明親王 （ 藤原褒子 『略』/出家後の子/醍醐養子
皇子 藤原継蔭女 更衣 『伊勢集』『古』/母：伊勢/夭折（ （ 歳）
皇女 均子内親王 藤原温子 女御 『一』/『紹』母：胤子/敦慶親王室
寛平 （ （（9（） （（. （9
柔子内親王 藤原胤子 女御 『略』
君子内親王 橘義子 女御 『略』/『略』（9（. （. （（斎宮卜定「第三皇女」、『一』「帝二女」
寛平 （ （（9（） （（. （ 孚子内親王 十世王女 更衣ヵ『略』/母：徳姫女王に同ヵ
寛平 9 （（9（） （. （9
成子内親王 『略』/『略』9（（. （（薨伝「第五女」











（（. （（ 克明親王 （ 源封子 更衣 『略』『一』/『略』9（（. （（. （（将順より名を改む
（. （0 保明親王 （ 藤原穏子 中宮 『略』『江』/『略』9（（. （（. （（嵩象より名を改む
代明親王 藤原鮮子 更衣 『略』9（（. （（. （（将観より名を改む
延喜 （ （90（） （. （
重明親王 （ 源昇女 更衣 『略』『一』/『略』9（（. （（. （（将保より名を改む
常明親王 （ 源和子 女御 『略』『一』/『略』9（（. （（. （（将明より名を改む
延喜（（（9（（） （（. （（
式明親王 （ 源和子 女御 『略』『一』
有明親王 （ 源和子 女御 『略』『一』
延喜（（（9（（） （（. （（
時明親王 （ 源周子 更衣 『略』『一』
長明親王 （ 藤原淑姫 更衣 『略』『一』
延長 （ （9（（） （（. （（ 朱雀天皇 （ 藤原穏子 中宮 『一』
延長 （ （9（0） 9. （9 章明親王 （ 藤原兼輔女 更衣 『略』『一』
延長 （ （9（（） （（. （（ 村上天皇 （ 藤原穏子 中宮 『略』『貞』
一世皇子女の親王宣下と源氏賜姓（（
延喜（0（9（0） （（. （（
源高明 （ 源周子 更衣 『一』『符』/『符』（ 歳、『公』（ 歳
源兼明 （ 藤原淑姫 更衣 『一』『符』/『符』（ 歳、『公』（ 歳/後 に 親王
源自明 （ 藤原淑姫 更衣 『一』『符』
源允明 （ 源敏相女 更衣ヵ『一』『符』
源為明 藤原伊衡女 更衣
源盛明 源周子 更衣 後に親王
延長 （ （9（（） ―――― 『西』『禁』皇子二名賜姓記事有（内一人は皇女ヵ）
康保 （ （9（（） （. （（ （盛明親王） 源周子 更衣 『略』/『一』『河』『大』（ 月
貞元 （ （9（（） （. （（ （兼明親王）（（ 藤原淑姫 更衣 『略』『公』『百』/『扶』（（日
皇女 昌泰 （ （（99） （（. （（ 勧子内親王 （ 為子内親王 妃 『略』
延喜 （ （90（） （. （（
宣子内親王 （ 源封子 更衣 『略』『一』
恭子内親王 （ 藤原鮮子 更衣 『略』『一』
延喜 （ （90（） （（. （（ 慶子内親王 （ 源和子 女御 『略』『一』/『略』9（（. （. （0薨伝に「第三皇女」とあるも認め難し/敦固親王室
延喜 （ （90（） （. （
勤子内親王 （ 源周子 更衣 『略』『一』/藤原師輔室
婉子内親王 （ 藤原鮮子 更衣 『略』『一』
郁子内親王 （ 源周子 更衣 『略』『一』
修子内親王 満子女王 更衣 元良親王室
延喜（（（9（（） （（. （（
敏子内親王 （ 藤原鮮子 更衣 『略』『一』/『略』名：繁子
雅子内親王 （ 源周子 更衣 同上/9（（年賜姓は誤ヵ/師輔室
普子内親王 （ 満子女王 更衣 『略』『一』/源清平室
延長 （ （9（0） 9. （9 靖子内親王 （（ 源封子 更衣 同上/9（（年賜姓ヵ/藤原師氏室
延喜（0（9（0） （（. （（
韶子内親王 （ 源和子 女御 『略』『一』『貞』/源清蔭室
康子内親王 （ 藤原穏子 中宮 『略』『一』『貞』/師輔室
延長 （ （9（（） （（. （（ 斉子内親王 （ 源和子 女御 『一』/『一』名：済子/『略』名：斉子
延長 （ （9（0） 9. （9 英子内親王 （0 藤原淑姫 更衣 『略』『一』/9（（年賜姓ヵ
延喜（0（9（0） （（. （（
源兼子 （ 源周子 更衣 『一』『符』
源厳子 （ 『一』『符』
朱雀 皇女 天暦 （ （9（0） （. （0 昌子内親王 （ 煕子女王 『符』/冷泉皇后
村上 皇子 廣平親王 藤原祐姫 更衣 母：元子とも
天暦 （ （9（0） （. （（ 冷泉天皇 （ 藤原安子 皇后 『略』
到平親王 藤原正妃 更衣
為平親王 藤原安子 皇后
天徳 （ （9（0） （. （（ 昌平親王 （ 藤原芳子 女御 『略』『九』/『略』9（（. （. （（薨 伝「年 六、今上第六子、」
天徳 （ （9（9） （0. （（ 円融天皇 （ 藤原安子 皇后 『略』/『略』9（9. （. （誕生「第五皇子」
康保 （ （9（（） （. （（ 具平親王 （ 荘子女王 女御 『略』
康保 （ （9（（） （. （9 永平親王 （ 藤原芳子 女御 『略』『大』
天徳 （ （9（0） （（. （9 源昭平 （ 藤原正妃 更衣 『符』『禁』/『略』（（日/『西』（（日
貞元 （ （9（（） （. （（ （昭平親王）（（ 藤原正妃 更衣 『略』『公』/『扶』（（日
皇子 徽子女王 女御 『略』9（（. 9. （（誕生即日夭折（ （ 歳）
皇女 天暦 （ （（9（） （. （（ 承子内親王 （ 藤原安子 皇后 『略』『一』/夭折（ （ 歳）
理子内親王 源計子 更衣
保子内親王 藤原正妃 更衣 藤原兼家が通ったとされる
規子内親王 徽子女王 女御
盛子内親王 源計子 更衣 藤原顕光室
天暦 （ （9（（）頃ヵ 楽子内親王 荘子女王 女御 『一』9（（年斎宮（ （ 歳）/『略』99（. 9. （（薨伝「第六女」
輔子内親王 藤原安子 皇后 『略』99（. （. （薨 伝「第 六 女」、『栄』「女七」、『大』「女七の宮」
緝子内親王 藤原祐姫 更衣 母：元子とも/『略』9（0. （. （（薨伝「第八之女」（本文注（（（）参照）
資子内親王 藤原安子 皇后 『小』（0（（. （. （（薨 去「第 九 如（女） 親王」
康保 （ （9（（） （. （（ 選子内親王 （ 藤原安子 皇后 『略』『大』（裏）
皇女 藤原安子 皇后 『略』9（（. （（. （（誕生、同（（日夭折（ （歳）
（（
冷泉 皇子 安和 （ （9（（） （（. （（ 花山天皇 （ 藤原懐子 女御 『略』
為尊親王 藤原超子 女御
敦道親王 藤原超子 女御
天元 （ （9（（） （（. （0 三条天皇 （ 藤原超子 女御 『略』『大』『歴』
皇女
康保 （ （9（（）
（. （ 宗子内親王 （ 藤原懐子 女御 『略』
9. （ 尊子内親王 （ 藤原懐子 女御 『略』/円融女御
天延 （ （9（（） （. 9 光子内親王 （ 藤原超子 女御 『略』『一』/夭折（ （ 歳）
円融 皇子 天元 （ （9（0） （. （ 一条天皇 （ 藤原詮子 女御 『略』
花山 皇子 寛弘 （ （（00（） （. （ 清仁親王 平祐之女 乳母 『略』『堂』/出家後の子/冷泉養子
昭登親王 平祐忠女 女房 『略』『堂』/出家後の子/冷泉養子
覚源 僧/東寺長者権別当
深観 僧/東大寺別当
皇女 皇女 平祐之女 乳母 『栄』
皇女 平祐之女 乳母 『栄』
皇女 平祐忠女 女房 『栄』
皇女 平祐忠女 女房 『栄』/兵部命婦の子とす
他男女（（名ヵ（『栄』）
一条 皇子 長保 （ （（000） （. （（ 敦康親王 （ 藤原定子 皇后 『略』『権』
寛弘 （ （（00（） （（. （（ 後一条天皇 （ 藤原彰子 中宮 『略』『堂』
寛弘 （ （（0（0） （. （（ 後朱雀天皇 （ 藤原彰子 中宮 『略』『堂』『権』
皇女 長徳 （ （99（） （（. （（ 脩子内親王 （ 藤原定子 皇后 『権』/『略』（（日
長保 （ （（00（）以
前 媄子内親王（ （ ）藤原定子 皇后
『権』（00（. （（. （9「女二親王」/夭折（ 9
歳）
三条 皇子
寛弘 （ （（0（（） （0. （
小一条院 （（ 藤原娀子 皇后 『略』
敦儀親王 （（ 藤原娀子 皇后 『略』
敦平親王 （（ 藤原娀子 皇后 『略』
師明親王 （ 藤原娀子 皇后 『略』
皇女
寛弘 （ （（0（（） （0. （
当子内親王 （（ 藤原娀子 皇后 『略』/藤原道雅密通
禔子内親王 9 藤原娀子 皇后 『略』/藤原教通室
長和 （ （（0（（） （0. （（ 禎子内親王 （ 藤原妍子 中宮 『略』『堂』/後朱雀皇后
小一
条院












皇子 藤原寛子 夭折（ （ 歳）
女王 栄子内親王 藤原延子 三条養子







皇女 万寿 （ （（0（（） （. （（ 章子内親王 （ 藤原威子 中宮 『略』『小』/後冷泉中宮




長元 9 （（0（（） （（. （（
後冷泉天皇 （（ 藤原嬉子 東宮妃『紹』『百』/母は元尚侍
後三条天皇 （ 禎子内親王 皇后 『帝』『一』『紹』
皇女
長元 9 （（0（（） （（. （
良子内親王 （ 禎子内親王 皇后 『一』『十三』
娟子内親王 禎子内親王 皇后 『一』『十三』/源俊房と密通
長暦 （ （（0（（） （. （（ 祐子内親王 （ 嫄子女王 中宮 『一』『十三』/母は藤原頼通養女





皇子 皇子 藤原歓子 皇后 『扶』夭折（ （ 歳）
高階為行 菅原増守女 女房カ 高階為家の子とす
後三
条
皇子 治暦 （ （（0（（） （. （（ 白河天皇 （（ 藤原茂子 東宮妃『中』『一』『百』『江』
延久 （ （（0（（） （. （（ 実仁親王 源基子 女御 『扶』『一』
承保 （ （（0（（） （（. （（ 輔仁親王 源基子 女御 『一』『十三』
皇子 藤原行子 典侍 夭折
皇子 馨子内親王 中宮 夭折
藤原有佐 平親子 堂侍 藤原顕綱養子
皇女




篤子内親王 藤原茂子 東宮妃 堀河中宮
皇女 馨子内親王 中宮 『栄』夭折
皇女 藤原茂子 東宮妃 夭折（ （ 歳）
※皇子女の並びについては親王、源氏賜姓者、出家者とし、父天皇ごとに、皇子、続けて皇女とした。また各々の内
史料中における序列、表記、並びに推定される生年等から考慮し、生まれの早い者から順に記載した。但し、源氏
から親王に復すなど重複する場合や、後に改めて源氏以外の氏を賜った場合は改めて下部に記し（）を付し、姓名
や詳細が不明の場合は生年に関わらず最下部に列した。
※皇子女の年齢は賜姓・宣下時の年齢であり、賜姓・宣下時の史料に年齢の記載があるものは記載の年齢を、生年の
分かるものは生年を参考とした。一部『公』を参考としたが、六国史等と相違のある場合は六国史等を優先した。そ
の他年齢の推察されるものを参考に算出したものもあるが、何分不確実なものであることは考慮されたい。
※生母の后妃の別については天皇在位中迄の皇太后位、贈位等を除いた最終的なものであり、また皇子女出生時のも
のではないことを考慮されたい。
※出典は主たるもののみ表記した。史料によって名前、生母等が異なる場合は備考欄に加え、特に生母に関しては通
説もしくは史実に沿った者を生母の覽に記載した。
※出典の略記は以下の通りである。/後：『日本後紀』、続：『続日本後紀』、文：『文徳天皇実録』、三：『日本三代実録』、
略：『日本紀略』、扶：『扶桑略記』、公：『公卿補任』、姓：『新撰姓氏録』、紹：『本朝皇胤紹運録』、一：『一代要記』、
十三：『十三代要略』、尊：『尊卑分脈』、皇：『皇代暦』、帝：『帝王系図』、菅：『菅原氏系図』、禁：『禁秘抄』、歴：
『歴代編年集成』、編：『帝王編年記』、符：『類聚符宣抄』、古：『古今和歌集目録』、河：『河海抄』、西：『西宮記』、
江：『江家次第』、賀：『賀茂斎院記』、伊：『伊勢斎宮部類』、大：『大鏡』、栄：『栄花物語』、百：『百錬抄』、本：『本
朝世紀』、貞：『貞信公記』、九：『九曆』、権：『権記』、堂：『御堂関白記』、小：『小右記』、中：『中右記』、春：『春
記』　　　（順不同）
（（
